
いのちと健康
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太同特扶鋼の故松永安弘氏β

労災認定をやりなおせ|
遺族補償 「不 輯飽 に抗議

4フ/27、半固労働基準監督署で、故松

永さんの家族に対する遺族補償 「枝

給」決定の事由説明を受けました。

席上には、代理人の水野、荻原両弁

護土と名南労運山崎事務局長、 「なく

す会」代表、差労連、愛知健康センタ

ーから、佐々本、中原、幹事団体から

建設
一般県本部の畠山書記長と慶尾氏

年12名が参加しました。

監督署側は、山本次長と岩瀬労災課

長とイ柔長の 3名が対応しました。

説明では、 「本件は、i占求人の中し

立て、聴取書、会社提出資料、同僚の

申し立て、聴取書、現地調査等の結果

を認定基準に基ずいて、業務垂、業務

内容、作業環境、発症前の身体状況、

等について、多角的に十分調査検討し

た結果、業務に関連する異常な出来事

や、日常業務に比較して、とくに過重

な業務と認められる事実が見受けられ

ず、その発症と業務との濁に相当甲果

関f系力鴻各められなかつた。以上が孫斎倫

と判断 (事由)で す。」と【説明しまし
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ノ 中 身のない形式説明でしたので具体

的に追及したところ疑義と問醸 、が幾

つか明らかになりました。

(1)健康管理の責任を負つている産

業医の″ま見を聞いていない。

像)第 二者の公正な医証などを求め

ず愛知局医員の反対意見書だけで

判断した。

(掛死亡日の気温測定時間の不詳。

い)測 定気温が気象台測定の最低気

温とくいちがう。

(引死亡直前の行動状況の把握が不

正確。監督署の調査は、クレーン

から降つて道具 (工具)を 取りに

いき戻る途中で倒れた。

同僚の岳正言は、クレーンイ7Dビツト

(11日の電量力W燈 の鉄製の爪)を

取り答えるため下に降つた。倒れ

たところに21画のビットが、転ろ

がっていたことからも運び終京ヵて

から,こ麟梗基の発作が起きたと推

測するのが真実に近い。

以上の点を指摘してあらためて公正

・適切な認定作業を要請しました。

(事務局)
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『餓 生鰯 鞠悟榊脇力を1
6//30ま でに集約

安全徹生法に基づく、安全衛生活動

や健康盲躍が確実に実施されているか

どうかは、職場で働く労働者のいのち

と健康を守るうえで欠かすことのでき

ないことです。

大企業の職場では、効率至上主義の

もとに長時間 。過密労働が強いられ過

労死が多発しています。

下請け中小企業も大企業にならいそ

の影響をまともに受けています。

愛知健康センターでは、過労死をな

くし働くもののいのちと健康を守るた

めに、企業に労働安全衛生法をきちん

と順守させることが緊急ぎ題 と考え、

今回の 「安全衛生実施調査」をするこ

とにしました。

特に健康診断の実施については、形

式にながれ検診結果に基づく対策がと

られていません。

これは、企業側の法66条 7項安全

配慮義務進反になるばかりか、労働者

・家族の大きな損害 (過労死 ・在職死

亡)を 与えることになります。また、

労働者側の問題として休業 (療養)に

対するためらいがあり、倒ね,るまで働

く状況がありますめ

最近の不認定の例や労災裁判の敗訴

の移1をみると、健康管理について自己

管理が欠如していたとして、企業償1のメ

/貫 性を免罪している現状です。

こば)ようなことは許せませんが高虐寺

に労働者としても権利意識を高め休業

の権木崎を行予使することiミ 要です。

調査は、各労働組合に関係する企業

(官公署)を 対象とします。

0 調 査期間は、1991年4月 から19

92年 3月までの1年 間とします。

0 調 査対象は,50継 _上の事業所

・官公署と、10以 上50人未おの

事業所 ・官公署にわけて実施しま

す。

③ 集約日は、6月30日までと,ま
す。          ,・

調査に当たつては、安全衛生担当者

だけにまかせず、執行委員会で労働安

全衛生法の学習と健康管理についての

内容を確認しとりくんで下さい。 _
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遺族側が最高裁に上告

較山内治
一氏の過労死裁判は、

'89,

12.6に名古屋地裁で勝訴しましたが、

国側が上告しましたので名古屋高裁に

移り、
・
92.3.17に遺族側が逆転敗訴じ

ました。違族領1は、
'92.4,1最

高裁に

上告し、あらそうことになり現在に至

つています。

遺擁を支援している郵睡労愛知県縁

議会と郵政連絡会、愛労連 ・愛知健康

センタTじ 名古      ・ 過労

死問題を考える家験の会は、最高裁で

の勝利にむけて遺族 (奥様は昨年病没

され、長男 。名古屋市職労組合員の方

が引き継ドている。)を 激励する集会

を次のように実施します。

日時  6月 5田  (金 )

昭麦8i30～8:80

場所  名 古屋市女性会館

第 1研修室

内容

* 講 演  水 野幹男弁護士

「山内過労死裁判
二
審、二審

判決と最高裁上告」

率 連 帯激励擦拶

* 遺 族の携拶

* 閉 会挨拶 竹 内平弁護士

終了後 懇親会  「,亀鈴下前津」

会費 8000円

遷
八聞 らしく生 き働 くための

第1期 いのちと健康大学
時間  毎 回 18:30～ 20:30

場所  高 齢者労働会館2F会議室
定員  50名
第 1日  2月 25日 (火)

「いのちと健康を守るとりくみの
歴史」 (山田信也氏)

第 2回  3月 iO日 (火)
「長時間労働と過労死をなくすた
めにど (佐々本昭三氏)

第 3回  3月 24田 (火)
「人間らしい生活と 労 働時間短
縮」 (伊藤欽次氏)

第 4回  4月 7国 (火)
「夜勤 ・交替制労働と 私 たちの
健康」 (小野雄

一
郎氏)

第 5回  4月 21日 (火)
「職場の労働安全衛生活動のすす
め方」 (吉サ|1 正春氏)

第 6回  5月 12日 (火)
「私たちの労働 ・生活と成人病」

(徳田 秋  氏 )
第 7回  5月 26日 (火)

「ス トレス時代を 生 き抜くため
に 」 (粥川 裕 平氏)

第 8回  6月 9日  (火 )
「高齢化社会の到来と私たちの権

利と ・社会保障」 (加藤孝夫氏)
第 9回  6月 23日 (火)

「いのちと健康を守るとりくみの
視点と今後の方向」 (山田信也氏)

来 率 *率 キ 率 *本 来 本 * * *キ

参加賛 :全課程 9000111(10000円)
1回   1500円 (1800円〕

()内 は未加盟団体

申込みは、愛知健康センターTEと322-0406

参加費は、当日受付でお受けします。


